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要旨 

 

 横浜市では、特別支援教室の活用を進めている。本校においても、対象児童、指導場所、担当

者、支援内容等について、見直しを図りつつ活用をしてきた。特別支援教室において、児童の実

態に合わせた学習支援が行われることにより、安心して学習に取り組めるだけでなく、児童自身

が自分の学び方に気付くことができるのではないかと考え、支援方法の工夫や児童の意識調査を

行った。特別支援教室のあり方、また、学習課題の理解と社会生活に必要なソーシャルスキルの

獲得を支えるための自己理解について、通級指導教室担当者等外部からの助言を受けつつ研究を

進めた。さらに、特別支援教室の担当者と学級担任が連携を図ることにより、特別支援教室での

児童の様子や支援の工夫から学級担任が学ぶべきことについても検討をした。児童一人一人の学

び方には違いがあることを意識しながら授業を行うことは、学級担任の指導力の向上につながる

と考えられた。 

 

キーワード： 特別支援教室 自己理解 支援・指導の工夫 通級指導教室 個別の指導計画 
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第１章 研究の背景 

１ 本校の概要 

本校は、平成 26年度に開校 50周年を迎え、本年度 53 年目となる学校であり、横浜市のほぼ中

心にあたる保土ケ谷区に位置する。「仏向」の町名は古く、歴史のある町であり、古くからの家に

加え、農家や農地等が残る場所もある。近年は、新しくマンションや戸建てが増えてきており、

町の様子も変わりつつあるが、地域の方々・保護者ＰＴＡは、学校に対して協力的であり、本校

の特色ある教育活動に熱心に取り組んでいる。 

マンションや戸建てが増える中、児童数も増加傾向にあり、一昨年度２教室、昨年度２教室を

増築している。今年度は、増えてきている外国につながる子どものために国際教室が設置された。

また、文部科学省の指定事業を受けて通級型指導教室も設置された。通級型指導教室は、隣接す

る特別支援教育総合センターの部屋を主な指導場所として活用している（研究を主目的とした教

室設置のため、従来の通級指導教室とは区別して「通級型指導教室」と呼んでいる）。その他、従

前より、不登校児童受け入れ教室であるハートフルルームも設置されており、外部との関わりが

非常に多い学校である。 

学校教育目標の『やさしさいっぱい 汗いっぱい にこにこ笑顔で夢いっぱい』の実現に向け、

横浜市の方針【知】【徳】【体】【公】【開】に沿って、具体目標を次のように掲げている。 

【知】一人一人の子どもの意欲を引き出し、問題解決に粘り強く取り組めるようにします 

【徳】互いのよさを認め合い、共に生きる喜びを味わえる気持ちを育みます 

【体】安全や健康に気を付け、健やかな心と体を育みます 

【公】様々な人や地域との交流活動、体験活動などを通して、人との関わりを豊かにします 

【開】地域を見つめ、地域の人々との触れ合いを通して地域を愛する気持ちを育みます 

この目標を踏まえ、特別支援教育の取組目標と具体的取組を設定している。「すべての教職員で

すべての子どもを育てる」を基本として子ども一人一人が生き生きと楽しく学校生活を送ること

ができるように取り組んでいる。特に、発達障害等の理解を深め、児童の実態を丁寧に把握しな

がら、個に応じた対応を工夫しようと心がけている。そのため、子どもの実態把握や指導の方向

性を考えるために外部機関との連携をしっかりと図ろうと努めている。具体的には、 

①重点研究を中心にユニバーサルデザインに関する研究を進めながら職員の理解を深める 

と共に学習環境を整備していくこと  

②学校カウンセラーや地域療育センター、区役所との連携を密にし、適切な支援方法につい

て考えていくこと  

③児童支援専任教諭、担任、専科等複数の情報から個別の指導計画を作成し、一人一人に応

じた指導をしていくこと  

を大切に取り組んでいる。 
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(注)内側の円は横浜市の平均を示す 

(出所)平成 28年度横浜市学力状況調査/体力・運動 

能力調査 

【図１】Ｈ２８学力状況調査結果 

２ 本校における児童の実態と教育的支援 

（１）学力状況調査からみた児童の実態 

平成 28 年度の結果が【図１】である。

横浜市が行っている学力状況調査にお

いて、本校は横浜市の平均（【図１】の

内側の円）と同等、もしくはやや下回っ

ているのが現状である。 

学力は学年によってばらつきがみら

れるが、全体として、学力だけでなく、

学習意識や生活意識の低さもうかがえ

る。 

特に、３年生(今年度４年生)について

は、学習意識は高いものの、それが学力

に反映されておらず、習得段階につまず

きが大きいと考えられる。 

 

 

 

（２）通常の学級における特別な教育的ニーズのある児童 

平成 24 年度の文部科学省の「通常の学級に在籍する発達障害の可能性のある特別な教育的

支援を必要とする児童生徒に関する調査結果」同様、本校においても各学級に特別な支援を必

要とする児童が在籍する。医師の診断を受けている児童もいるが、本人が困っているものの相

談機関や医療機関につながっていない児童もいる。 

特別な支援を必要とする児童のうち、多くの児童は担任の配慮によって学習を進めている。

一斉学習の中で個別の声かけを多く取り入れたり、課題の内容や取組時間に配慮をしたり等の

工夫をしているが、十分とは言えない。教科によっては、ＴＴの体制を取り入れている学年も

ある。また、算数科においては、少人数制を取り入れ、学習集団の規模を小さくすることで理

解を深められるようにしている学年もある。（１）で触れた現４年生については、４月から算

数科の少人数制を取り入れ、さらに特別支援教室を活用できるように時間割を工夫している。 

 

（３）特別支援学級の児童 

本校には、知的障害学級２学級、自閉症・情緒障害学級１学級の特別支援学級が設置されて

いる。知的障害学級には、２～６年の児童が８名、自閉症・情緒障害学級には３～６年の児童

が５名在籍している。担任は正規職員２名、臨時的任用職員１名である。近隣の横浜国立大学
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の学生等のボランティアがよく支援に入ってくれている。 

ほとんどの児童が入学と共に特別支援学級で学び始めているが、入学時は通常の学級に在籍

し、途中から特別支援学級に転籍をした児童もいる。 

教育活動は、必要に応じて学級を合わせたり、学級を越えたグループをつくったり、あるい

は、個別の時間をつくる等、活動内容と児童の実態を考慮して取り組んでいる。その中で、一

人一人に応じた交流及び共同学習に取り組んでいる。交流及び共同学習は、年度当初に決めた

交流学級で行い、学習内容によっては担任が付き添うこともある。交流学級の朝の会に参加を

することで、学習以外にも児童が関われる場面をつくっている。 

給食については、基本は特別支援学級で準備・食事・片付けをしているが、児童によっては、

計画的に週 1回程度交流学級に行くこともある。 

個別の教育支援計画、個別の指導計画に基づきながら、一人一人の学習の様子を保護者と共

に確認しつつ指導を進めている。 

 

（４）特別支援教室 

横浜市における特別支援教室に関わる取組は、①特別支援教育のスタートに先駆けてモデル

事業を立ち上げ、平成 21 年度末に全校に特別支援教室を設置したこと、②その効果的な活用

のために通級指導教室担当者が助言できる仕組みをつくったこと、③特別支援教室活用のキー

パーソンとなる特別支援教育コーディネーターと児童指導を兼務する『児童支援専任教諭』を

５か年計画で全小学校へ配置したことが大きな特徴である。 

特別支援教室が通常の学級と連続した学びの場として機能的に運用されることは、インクル

ーシブ教育システム構築において合理的配慮や基礎的環境整備の観点からも重要な役割を果

たすと考えられる。しかし、横浜市の取組の現状は、学校により特別支援教室の対象児や設置

場所は様々であり、対象児の選び方、保護者の同意の取り方等も学校ごとにばらつきがみられ

る。また、校内における役割についても、個別の取り出し指導、クールダウンの場、再登校へ

の居場所等、多岐に亘っている。昨年度、横浜市では特別支援教室実践推進校として指定した

学校の取組を市内に発信した。 

本校における特別支援教室は、「集中学習教室」という名前で児童に親しまれている。３階

の１教室を「集中学習教室」として配置しているが、その他にも国際教室や研修室等を特別支

援教室として臨機応変に活用している。現在、クールダウンや再登校への居場所として利用し

ている児童はなく、主な目的は学習支援である。通常の学級に在籍する約 450 名のうち１割弱

の児童が算数科や国語科の学習支援のために活用している。昨年度の特別支援教室実践推進校

の取組を参考にしながら、よりよい活用について試行錯誤しながら指導を進めている。 
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３ 校内の特別支援教育における取組 

（１）校内特別支援教育委員会の活動 

校務分掌の中に位置付けられた特別支援教育委員会は、管理職、児童支援専任教諭、特別

支援教育コーディネーター、養護教諭、主幹教諭、通級型指導教室担当者、特別支援教室担

当者のほか、必要に応じて該当する教員で構成されている。企画会と併せた定期的な開催以

外にも適宜必要な時に管理職の呼びかけで開催されている。全員が出席する場合もあるが、

緊急時等には参加できる教員だけで開催することもある。委員会の内容の大きな柱は、①児

童の発達や学習・生活面の事案に関すること、②教職員の研修に関することである。 

 

（２）教職員向けの研修 

特別支援教育に関わることについて、年間計画に位置付けて研修を行っている。それ以外

にも随時必要な内容について、打ち合わせや職員会議の時間等を使って発信している。 

①個別の教育支援計画・個別の指導計画について 

個別の教育支援計画については、横浜市独自の共通した書式があり、それに沿って記載

し、保護者との情報共有を行っている。個別の指導計画の短期目標の立て方や支援の方法

についての記載の仕方等について、研修を通し確認をした。併せて、各校に任されている

個別の指導計画の書式について、作成も活用もしやすい書式を次年度に向けて提案した。 

②ユニバーサルデザインの授業について 

年間６回の授業を伴う重点研究会では、毎回ユニバーサルデザインの視点から指導講評

をいただけるように、教科とは別に特別支援教育に関わる講師を招請している。平成 29 年

度は、大学の教授、横浜市教育委員会指導主事、特別支援学校管理職等をお呼びし、ユニ

バーサルデザインの考え方の基本、及び、発問の仕方や板書の工夫等の具体的内容につい

て学びを深めた。 

③子どものとらえについて 

ＤＶＤを視聴し、子どもの困り感について考える機会をもった。外国の子ども達が語る

メッセージで作られた内容であるが、「分かりたいけれどうまくいかない」「自分に必要な

ものは…」といった子どもの気持ちは国を問わず同じである。「一人一人の子どもの気持ち

に寄り添って指導を進められているか自身の指導を振り返るきっかけになった」との声も

聞かれた。 

 

第２章 研究の目的および方法 

１ 目的 

 特別支援教室での児童一人一人に合った学び方や支援の方法を通常の学級で活かすことに
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よって、通常の学級で学ぶことが難しかった児童が意欲的になったり、教員の指導力の向上

を図ったりする。 

 

２ 方法 

○昨年度の特別支援教育実践推進校での取組を踏まえ、本校でできることを考える。 

○第１章でも述べたように、学習のつまずきがあり、自信がもてない児童が多くいる。やる

気はあるが、どのように取り組んだらよいか分からない児童もいる。このような児童の実

態から、児童一人一人が自分のよさや自分のできること、苦手なことに気付き、自分に合

った学び方を考えられるようにする。ソーシャルスキルを獲得するためにも、自己理解を

することが重要であると考える。 

・児童自身が自分への気付きを深めたり、教員が児童の学習意欲を高めるための手がかりに

したりできるように、自己チェック表への記入を行う。 

・意欲を高められるように、個別的な指導だけでなく、小集団を活用し、話し合いや学び合

いの場面を意図的につくる。 

・教科学習の中に、発表の時には相手を意識して発表したり、発表したことを認め合ったり、

あるいは、困ったときには質問をするといったソーシャルスキルの視点を取り入れる。特

に、自分に自信をもてずにいる児童も多いため、自分の得意なことや好きなことに気付け

るように働きかける。 

・学びやすい場作りや一人一人のペースに応じた学習課題の設定をする。 

○特別支援教室での取り出し指導を通し、子どもの意識や言動の変容を見る。また、指導前、

指導後のアンケート調査を行う。 

○特別支援教室担当者と学級担任との連携の仕方を工夫する。 

○外部からの指導を受け、専門性を高められるようにする。具体的には、通級指導教室担当

者の学校支援を要請し、特別支援教室の運用や児童の見取り、指導への助言をもらい、専

門性を高めると同時に、取り組んでいることへの価値付けをしてもらう。 

 

第３章  研究の実践 

１ 特別支援教室の活用 

（１）昨年度までの課題 

特別支援教室の運用の課題として、①人数が増えたことにより一人一人の学習理解度に応

じる等、十分に個の教育的ニーズに寄り添えないこと、②学習内容によっては、特別支援教

室よりも在籍学級での学習が効果的な内容もあるため、その都度、特別支援教室を活用する

かどうかを迷う場面がみられたこと、③利用日時について担任から児童へスムーズに伝わら
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ないことがあったこと等が挙げられた。そこで、安定した特別支援教室の運用に向けて、校

内支援体制の見直しを図ることとした。 

 

（２）利用に際しての手続き 

特別支援教室設置当初は、特別支援教室の目的や利用について学校便りにおいて周知を図

り、保護者・児童の必要感に基づいて保護者からの申し込みという体制を取っていた。学校

便りだけでは周知も行き届かず、また、一斉の学習から離れて学習をすることへの抵抗等も

あったためか、申込者は数名であった。学習支援という観点から、すぐに申し込む関心の高

い保護者もいたが、非常にまれであった。しかし、この方法だと、保護者からの希望があっ

て初めて指導が開始されるため、児童に困り感はあっても保護者に関心がなければ、もしく

は学校便りに目を通さなければ、指導ができないといった課題があった。 

そこで、一昨年の後期末から申し込み方法を変更した。学期末の成績から理解の程度や学

び方に工夫を要する児童を特別支援教育校内委員会で確認をし、成績表と共に特別支援教室

の申込書を渡すこととした。最終的な申し込みは本人・保護者が決定するが、子どもの困っ

ている状況について伝えることができ、保護者が検討するきっかけとなった。その結果、５

月の時点の申込者は、34人と急増した。１年生については、夏休み前の面談で気になる子の

保護者に対して特別支援教室の存在を紹介し、実際には 10 月の前期の成績を踏まえて申込

書を渡し、利用を開始するシステムとした。 

申込書が提出された後は、学年・組により基本的な指導日を決めていき、担当者の割り振

りを行った。申し込みを受けた児童については全員特別支援教室を利用できるようにしたた

め、承諾の可否等については保護者に出していない。また、昨年度の特別支援教室実践推進

校の一校が試みていたような、利用について児童本人、担任が意識できるように『特別支援

教室利用承諾書』を校長名で出すこともしていない。 

 

（３）担当者 

２年生以上の特別支援教室を利用する児童の多くは、前年度もしくはそれ以前より何かし

らの学習支援が必要であると学校全体でとらえてきている。そのため、前年度のことを知っ

ている教員が担当者になることが望ましいと考えている。また、児童の実態把握やそれに応

じた支援指導の工夫についての知識や実践力がある特別支援教育コーディネーターが担当

者になることにより、児童の見取りや成果のあった指導方法及び教材について、担任に助言

ができると考える。そのため、特別支援教室の指導にはより力のある教員が関われるように

と考えた。 

また、利用希望児童の増加に伴い、時間割の調整や担任との連携を図ることがかなり難し

くなってくる。そこで、低・中・高学年ごとに担当者を決め、３名の体制をつくった。 
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【集中学習教室】 

【国際理解教室】 

【研修室】 

（４）場所の設定 

担当者を複数配置していることから、

指導時間が重なってもよいように指導場

所も複数とした。基本的には「集中学習

教室」を使うが、その他「国際理解教室」

と「研修室」を利用できる場所として確

保した。 

｢集中学習教室｣と「国際理解教室」は、

通常の学級の教室と同じであるが、「研修

室」は相談室仕様となっているため大き

なテーブルが置かれているが、その他に

も児童用の机を用意し、課題によって机

を使い分けられるようにした。 

   

（５）担任との確認事項 

特別支援教室に行って学ぶことにより、

教室での一斉指導が遅れたり、分からな

くなったりすると児童が感じないように、

特別支援教室を利用する時間は、在籍学

級の時間割にそろえることを基本とした。

在籍学級が算数の時に、算数の取り出し

指導を行うというスタイルである。在籍

学級と同じ学習内容を丁寧に行うことに

より、練習問題は少なくなっても基本の

理解を深めようと取り組んだ。担任とは、

学習内容について情報を共有できるよう

に週案を立てるときに時間をつくった。

特別支援教室での学習時間が必要な児童

が多い学年については、特別支援教室で

学んでいる時間帯は、在籍学級ではドリ

ル的な課題を用意し、進度をそろえるように配慮した。 

また、特別支援教室での学びが安心して楽しい時間になるように、特別支援教室に行くと

きには、担任が「いってらっしゃい」といった声かけをしたり、戻ってきたときには「お帰

り」と声をかけ、学習した内容について話をしたりするように努めてもらった｡ 
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【図２】チェック表 表紙 ２ 特別支援教室での指導 

（１）自己理解に関すること 

自分の学び方に気付くための手がかりとして、

指導時間の最初に２～３分程度でできる簡単な

チェック表の記入を行った。児童の負担にならな

いように、毎回１枚ずつのチェック表を渡し（【図

２】【図３】）、記入したものをファイリングする

ようにした。自分の得意不得意、好き嫌い等を確

認し、自己理解につなげられるようにした。児童

が自分のよさを知る機会となるだけでなく、指導

者側にとっても、得意なことや好きなものを知る

ことで学習意欲を伸ばすための課題や教材づく

りへの手がかりとなった。 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図３】チェック表 例 
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【ア 在籍学級の板書】 

【担任の特別支援教室訪問】 

（２）３年生の指導の実際 

①環境に関わること 

特別支援教室の学習も、在籍学級の算数と進度を合わせている。同じフロアにある特別

支援教室を活用するようにしている。１教室に２～３人というのは、若干広すぎる感じも

あるが、在籍学級と近いことのメリットを活かそうと考えた。 

教室同士が近いことで、担

任が特別支援教室も見に行き

やすく、子どもの様子を把握

したり、励ましたりすること

が可能となった。また、担当

者も必要に応じて、在籍学級

の様子を確認に行ったり、担

任に見てほしいときには呼び

に行ったりする等、担任との

情報共有がタイムリーにでき

るようになった。 

 

②指導に関わること 

 コンパスを使った授業の板書の写真をア、イに示した。 

在籍学級の板書がアである。課題の提示後、使い方については、口頭で確認しながら、教

師が黒板に書いてみるといった方法をとっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方、イは、特別支援教室の板書であり、課題に入る前に丁寧にコンパスの使い方の復

習をしている。使い方だけでなく、注意事項として 

○コンパスのねじをしっかりしめる   
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【イ 特別支援教室の板書】 

○しん（えんぴつ）の長さは、はりの長さより少し短くする 

○コンパスを回すときは、親指と人差し指でつまんで回す 

等も、具体的に示している。 

 不器用な子どもも多いため、丁

寧に道具の扱いをすることで課題

への取組意欲が向上した。また、

うまくいかないときに、描き方を

提示してあることで、どこをどう

すればよいのか、自分自身で振り

返ることができることにつながっ

た。 

 

 

③教材に関わること 

 掛け算九九は、これからの算数学習のためにも必要な学習である。掛け算九九を覚えら

れないときには電卓を使うこともひとつの方法であるが、まず、覚えられるための工夫を

重ねていった。掛け算九九を学習した後は、必ず学習の導入に掛け算九九を取り入れた。

子どもたちの不安の軽減や自分で確認できることをねらい、大き目の掛け算九九カードを

作成した。フラッシュカードやカルタとしても活用し、子どもたち自身が問題を出し合い、

楽しめる時間となったことが、その日の学習全体へよい影響を与えた。 

また、特別支援教室で活用するプリント類を担任が準備することで、児童の理解につい

て担当者と担任が共通理解を図りやすくなった。 

 

（３）４年生の指導の実際 

①環境に関わること 

特別支援教室を利用している

児童の多くは、机上に必要のない

ものを置いたり、教科書の上にノ

ートを乗せて書いたりしてしま

う様子が見られる。また、特別支

援教室では連絡ファイルやプリ

ント等、普段の授業より持ち物が

多くなりがちである。 

教室内の机の数に余裕がある

【机を並べて使う】 



─ 12 ─ 

ことから、１人が２席使い、自分の机の上には今必要な物を置くようにした。そのとき必

要ではない物については、隣の机の上に置くようにすることで、物の管理に時間を割かず

に済むようにした。また、必要な物だけを目の前に置くことで、するべきことが分かりや

すく課題に集中できるようにした。 

音に対して過敏な児童もいるため、椅子を引きずる音の緩衝を図り集中しやすくなるよ

うに、机や椅子の足にテニスボールを付けるための準備を進めている。 

 

 ②教材に関わること 

基本的な問題に取り組んだ後の練習問題に、プリントを複数用意した。１枚ができて提

出後に次のプリントをもらうという通常の手続きはやめ、用意したプリントは一度に配付

するようにした。複数のプリントの中から自分の取り組みたいプリントを選択し、取り組

むことで意欲の向上につなげられるようにした。 

児童ごとにプリントの内容を変え、優しい課題を適宜織り交ぜるようにした。同じプリ

ントを同時に始めないことで、他児の進度と比べる等、課題以外のことにとらわれずに済

むようにした。 

自分で考えて問題を解くことも大事であるが、「調べて解決する」「道具を使って解決す

る」という方略も大事なことである。そのため、算数では電卓を用意したり、国語では辞

書や教科書、iPad を用意したりした。 

 

③少人数指導との関連 

４年生の算数は、４月当初から２クラスを３クラスに分けた少人数制の授業スタイルを

取った。人数が少なくなることで、刺激が少なくなり落ち着いた環境での学習や個別的な

声かけが可能となったが、少人数指導の学習の中でももう少し支援が必要と思われる児童

もいた。そこで、少人数の授業の様子から、特別支援教室であと１、２時間個別的に学習

をすれば理解・活用できる単元の内容や計算の仕方等があった場合、担任との確認に基づ

き授業内容を組み立てることもあった。また、ドリルのフォローやテスト直し等、授業内

に時間の足りなかった部分を補充することもあった。 

学校での様子をしっかりと把握するために、少人数指導と特別支援教室での様子につい

て、必ず担任と共通理解を図るようにした。できていない部分と併せて、少しの変容や頑

張りが見られた点については、その日のうちに担任に伝え、在籍学級の中でもほめてもら

えるようにした。また、児童の取り組み方や分かりやすい説明の仕方、課題の提示の仕方

についても情報提供することで、在籍学級での他教科の学びにも活かしてもらえるよう努

めた。細かな情報の共有は、児童の意欲の向上につながった。 
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【図４】見通しをもたせる

ための掲示 

 

○４５分の流れ 

 ①頭の体操 

 ②今日の問題 

 ③まとめ 

 ④練習問題 

 ⑤おまけの問題 

（４）６年生の指導の実際 

①環境に関わること 

 ６年生は、週時間割の中の算数の時間を２クラスで必ず

合わせるようにした。これにより、各クラス１～２名の特

別支援教室を必要とする児童が、毎日継続的に学ぶことが

できただけでなく、学級の学習進度もそろえることに役立

った。さらに、担当者の時間の軽減にもつながった。単元

によっては、在籍学級で一斉指導の授業を受けるようにし、

特別支援学級担当者がＴＴとして、在籍学級に入った。特

別支援教室担当者が在籍学級に入ることにより、学級全体

の学習の様子や在籍学級の中での対象児の様子を把握す

ることができ、特別支援教室の指導に役立てることができた。 

 学習の見通しがもてるように、【図４】のように 45 分間の流れを常に掲示し、確認しな

がら進めていった。導入に「①頭の体操」を入れたことで、授業を楽しんでスタートする

ことができ、その後の課題解決に役立った。 

 

②教材に関わること 

 ３名で学ぶことが多かったが、板書は在籍学級と同様に前面の黒板を活用した。黒板の

日付・今日の目当て・課題を写すことは、在籍学級の学習スタイルとも重なり、定着して

いるため負荷なく取り掛かりやすい。在籍学級の他教科への般化も見据え、学習スタイル

のパターンを崩さないようにした。 

 算数の学習では、計算がスムーズにできるように計算機や九九表を常に準備し使えるよ

うにした。答えが導き出せることは達成感や意欲につながった。文章問題の自力解決が難

しいときには、教師が一緒に式を立てるところまで行い、自分で計算をすることにより、

達成感をもたせるようにした。練習問題についても意欲的に取り組めるように、取り組む

順番や練習問題数を自分で選べるように工夫した。 
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（５）個別の指導計画 ～児童の目的～ 

特別支援教室を活用する児童には、集中学習教室用の指導・支援計画（個別の指導計画）

【図５】を立て、ねらいを明確化した。担任と担当者が一緒に４月下旬から５月上旬に作成

し、ねらいを確認できることは大変有意義であった。より具体的なねらいを立てることで、

達成するための支援方法も具体的になり、児童だけでなく教師も達成感を感じられることが

多くなると考えられた。ねらいについては、児童とも共有し適宜確認をしながら学習を進め

ることが必要であると感じている。また、本人の好きなことや得意なことを記載することは、

児童の実態を把握し、課題設定の工夫につながった。 

【図５】集中学習教室 指導・支援計画 
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個別の指導計画が、具体的な支援の方法について考えられるひとつの手がかりになるよう

に、その書式（【図６】）を変えていくことも検討している。昨年度の特別支援教室実践推進

校で発信された様式にさらに工夫を重ねたものである。学習面の課題をプルダウンから選ぶ

と（Ｃ）、それに対する具体的な対応や支援方法をプルダウン（Ｄ）から選ぶことができる。

プルダウンからの選択以外に、自由記述をすることもできる形である。現在、課題（Ｃ）に 

Ｄ 

Ｃ 

【図６】個別の指導計画（案） 
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ついても、一つ一つの課題に対応する具体的な対応や支援方法（Ｄ）についても選択肢を増

やしているところである。 

 

（６）通級指導教室との連携 

通級指導教室の支援センター機能の支援内容の一つである「特別支援教室設置・運営へ

の助言」を活用することとした。助言をいただくにあたって、昨年度、筆者の前勤務校に

おいても特別支援教室への助言をいただいていた横浜市立平沼小学校通級指導教室担当者

に依頼した。 

昨年度は、定期的な訪問を受けながら自立活動（「人間関係の形成」「コミュニケーショ

ン」等）の視点を取り入れた学習支援のあり方について助言をいただいた。学習課題が児

童の実態に即していないと、学習課題の理解・定着だけでなく「社会性・コミュニケーシ

ョンスキルの獲得」も困難となり、授業への参加自体が成立しなくなる可能性が示唆され

た経緯を活かし、本校においては、子どもの実態把握と課題設定等を中心に助言をいただ

くこととした。その際、特別支援教室での学習形態をより通常の学級の授業に近い形に設

定し、学習課題に取り組みながら自己理解ができる視点を取り入れるように考えた。自己

理解の程度は発達段階によって異なるが、今年度は、自分に合った学び方に気付けるよう

通級指導教室担当者からの助言を活かせるように心がけた。 

夏休み前に２回、秋に２回、直接来校していただき助言をいただいた。特別支援教室で

の実際の指導場面だけでなく、在籍学級での様子も参観していただくことができた。 

 

３ 指導の評価 

（１） 児童の変容 

 ①アンケート調査から 

指導が始まる前の気持ちのアンケート結果を【図７】に示した。「特別支援教室での学習

は楽しみですか」という問に対して５択（そう思う・どちらかというとそう思う・どちら

ともいえない・どちらかというとそう思わない・思わない）で回答を求めた。 

また、指導開始後の５月末にとったアンケート結果を【図８】に示した。「ア．特別支援

教室での学習は、楽しいですか」「イ．特別支援教室での学習は、自分のためになりますか」

「ウ．特別支援教室での学習は、分かりますか」という３項目について５択（そう思う・

どちらかというとそう思う・どちらともいえない・どちらかというとそう思わない・思わ

ない）で回答を求めた。また、「オ．分かるようになりたいこと」「カ．特別支援教室のよ

いところ」を自由記述で回答を求めた。 

10 月のアンケート結果を【図９】に示した。10 月は、５月末のアンケートの項目に加え、

「エ．特別支援教室では、質問ができますか」という点についても５択で回答を求めた。 
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 ア．特別支援教室での学習は、楽しいですか 

始まる前の気持ちを聞いた時、全体の半数が「そう思う」と回答している。一方、学級

から離れて学習することへの不安感や抵抗からか「思わない」と回答している児童も 20％

を超えている（【図７】）。 

指導が始まった５月末にとったアンケートでは、「そう思う」と回答した児童は、「どち

らかというとそう思う」も含めると 70％を超え、「思わない」と回答した児童はいなくなっ

ており（【図８】）、実際に学習を進めることで学習への見通しをもち不安感や抵抗がなくな

っていったと考えられる。さらに、学習を進めていった 10 月のアンケートでは、94％が「そ

う思う」「どちらかというとそう思う」と回答している（【図９】）。 

 

イ．特別支援教室での学習は、自分のためになりますか 

５月末のアンケートにおいても 80％を超える児童が「そう思う」「どちらかというとそ

う思う」と肯定的にとらえていたが（【図８】）、10月になるとほぼ 100％に近い児童が肯定

的な回答をしており、「どちらかというとそう思わない」「思わない」と回答した児童はい

なかった（【図９】）。 

 

ウ．特別支援教室での学習は、分かりますか 

イの設問の回答同様、「そう思う」「どちらかというとそう思う」と回答した児童は５月

末のアンケートでは 80％（【図８】）、10 月のアンケートでは 94％になり（【図９】）、児童自

身が「分かる」という手ごたえを感じていることが示されている。 

 

【図７】指導が始まる前の気持ちについて 

そう思う
46%

どちらかというと

そう思う
4%

どちらともいえない
29%

どちらかというと

思わない
0%

思わない
21%

特別支援教室での学習は楽しみですか
 n=24 
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【図８】 ５月末に実施した児童へのアンケート結果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図９】 10 月末に実施した児童へのアンケート結果  
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エ．特別支援教室では、質問ができますか 

特別支援教室を利用している児童のほとんどが、在籍学級の中では自分から分からない

ことを発信することがないが、特別支援教室の中では、「そう思う」「どちらかというとそ

う思う」と回答している児童が約 90％にのぼり、分からないことを聞くことができている

と実感している。一方、特別支援教室においても「思わない」と回答した児童は６％いる

（【図９】）。 

 

オ．分かるようになりたいこと 

自由記述された「分かるようになりたいこと」を【表１】にまとめた。 

５月末のアンケートでは、「かけ算」「割り算の筆算」「時計の読み方」「漢字」等、今向

き合っている課題等具体的な回答が多かったが、10 月になると、具体的なことに加え、「い

ろいろなことが分かるようになりたい」「他の友達より学習したい」「手を挙げられるよう

になりたい」「苦手だった問題ができるようになりたい」「勉強がうまくなりたい」「計算を

もっと早くしたい」と願いが広がってきている。また、単に「計算ができるようになりた

い」というところから、「もっと早くしたい」「難しい問題に」「もっとできるように」「す

らすらと」といった一つ上の目標を考えている児童も増えてきている。このことから、基

礎的なことが分かってきている児童が増えてきたと考えられる。 

 

カ．特別支援教室のよいところ 

自由記述された「特別支援教室のよいところ」を【表２】にまとめた。 

「分かりやすく教えてくれるところ」「自分のペースでできること」「静かなこと」等の

複数回答が目立った。 

「分かりやすく教えてくれる」ということから、自分に合った方法で説明を受けている

ことがうかがえる。また、「教えてくれる」だけでなく、「分かるまで教えてくれる」とい

った表現にも、「分かる経験」が重ねられていることがうかがえる。 

「自分のペース」という表現から、在籍学級では周囲の友達の様子を気にしたり、比較

したりしながら、学習以外のことに気を遣っている様子が感じられる。「静かだから」「人

が少ないから」という表現からは、刺激に弱く、学習に集中するための環境整備が大事で

あることを考えさせられた。どちらからも、自分に合った方法や自分のペースが必要なこ

とを児童自身が実感していることが伝わってきた。 

「自分が思った意見が言える」という記述からは、自信のなさが感じられる。また、大

勢の中で「間違えていたらどうしよう」「こんなこと言ったら、どう思われるだろう」とい

った心配から発言を控えてしまいがちな児童も、自分の意見を言いたい気持ちをしっかり

もっていることも分かる。自分の意見を発信できることは、言語的なやりとりの中で考え

を整理し、理解を深めていくことにつながると考えられる。 
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【10 月末のアンケートから】 

・いろんなことをわかるようになりたい 

・集中学習教室のみんなよりも学習したいです 

・いろいろ頑張りたい 

・全部分かりたい 

・勉強がうまくなりたい（２） 

・苦手だった問題 

・手を上げられるようになりたい 

・計算をもっと早くしたい 

・掛け算の筆算の難しいもの 

・割り算がもっとできるようになりたいです 

・掛け算の筆算をすらすら書けるようになりたい 

・時計 

・「10を何こ分」と「時計」を頑張りたい 

・分数の約分 

・九九がわかるようになりたい（２） 

・掛け算筆算間違えずにやりたい 

・掛け算です（５） 

・漢字 

・算数の授業が分かるようになりたい（３） 

・二桁の割算 

・計算・漢字（３） 

【５月末のアンケートから】 

・計算を解きたいです。時計を覚えたいです 

・字をすらすら書けるようになりたい 

・計算を頭で考えたい 

・割り算（３） 

・漢字 

・割算の筆算（５） 

・計算 

・算数 

・掛け算の九九（４） 

・分数とか小数とかを覚えたいです 

・分数の掛け算が分かるようになった 

・仮分数から帯分数に直すのがわかるようになりたい 

【表 1】 分かるようになりたいこと （自由記述） 

 n=２４ 

 n=35 
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【10 月末のアンケートから】 

・教えてくれるところ（３） 

・分からないところを教えてくれる（２） 

・分かるまで教えてくれることです 

・先生が優しく教えてくれて分かりやすいです 

・分からなかったりすると先生が教えてくれたりするところ 

・先生がとても分かりやすく教えてくれるところ（２） 

・よく分かる、とても分かりやすい（３） 

・説明がよく分かる 

・勉強のためになる・勉強が得意になれるから 

・自分のペースでできる（２） 

・楽しく授業ができること 

・人が少ないからやりやすい 

・止まっていたら気にかけてくれる 

・おもしろいところ 

・静かだから勉強しやすい（４） 

・机を二つ使える 

・自分が思った意見が言える 

【５月末のアンケートから】 

・集中をやって掛け算とかをできました 

・はじめたかったです。自分のペースでできるから 

・教室はすぐに進んじゃうけど、集中はゆっくり自分の

ペースでできるからです 

・自分の分からないことからやる 

・勉強しやすい 

・手が止まっていたら教えてくれる 

・自分のためになる 

・集中して学習できる 

・算数がちょっと好きになった 

・進んで計算ができるようになった 

・先生が優しい 

・はじめてよかったです。割り算とかいろんな勉強がで

きるからです 

・教室で分数をやったとき、１問だけ間違えたけど直し

て全問正解でした 

【表２】 特別支援教室のよいところ（自由記述） 

 n=２４ 

 n=35 
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②エピソードから 

ア．Ｄ児の変容 

Ｄ児は、非常にプライドが高く、自分が分からないことを周りの友達に知られることを

とても嫌がり、口癖のように「分かっている」「今、考えている」と言っていた。何かサ

ポートしようとしても、「大丈夫」「分かっているから」と言って受け付けない。ヒントカ

ード等も、自分だけに与えられることには強い拒否を示した。そのため、分からないまま

に時間が過ぎてしまうことが多かった。 

自力解決ができるように他の児童よりやさしい課題を出し達成感を味わえるようにし

た上で、少しずつ調べて解決できる問題へとステップアップした。解決できるためのツー

ルとして電卓や教科書等を準備し、いつでも使えるように全員の机に置いておいた。また、

分からないことは聞いてもよいことを伝えたり、モデルとなるように質問をした他の児童

をほめたりすることを繰り返した。 

挙手をして質問をしたわけではないが、説明に対して「どういうこと？」とつぶやける

ようになった。それを聞き逃すことなく拾い上げ、「よく言えたね」とか「今のいい言葉

だね」と認めることで、言ってもいいんだということを認識できるようにした。その結果、

本当に困った時ではあるが、「分からない」と発信できるようになった。その頃から、家

庭学習にも取り組めるようになり、在籍学級での学習でも、自分に合ったヒントを活用す

る等して努力する姿が見られるようになった。 

 

イ．Ｅ児の変容 

Ｅ児は、自分に自信がまったくなく、自分から何か発することはほとんど見られなかっ

た。学習を拒否することはないが、取組にはとても時間がかかり、個別で声をかけていな

いと、ほとんど進まないことが多かった。時間がかかっても納得して理解すると、かなり

定着する様子が見られ、声かけがなくても自分で答えを導き出せたときには、とても嬉し

そうな表情を見せるようになった。 

自信をつけられるように、１問ずつ○をつけるようにし、問題が全て解け終わらなくて

も「今日は何問できたね」とほめたり、取り組んだ問題数ではなく取り組んでいる経過を

認めたりするようにしてきた。ゆっくりでも確実に取り組むことで、自分の理解が進むこ

とに気付けるようになってきている。 

時間はかかったが、分度器の使い方を確実にした上で在籍学級でのテストを受けた際、

満点を取ることができた。担任からもほめられ、また、友達も一緒に喜んでくれたことが、

さらに自信につながった。 
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そう思う

95%

どちらかとい

うとそう思う

5%

意義がある
n=2１ 

【図 10】特別支援教室の意義について  

（２）教員の変容  

 ①特別支援教室への意識調査 

12 月に教員 21人を対象に特別支援教室についてアンケート調査を行った。設問は、「特

別支援教室の意義」「利用する児童の気持ち」「その成果」「利用にあたっての児童の抵抗

感」である。各回答の理由について自由記述もしてもらった。特別支援教室を利用してい

る児童の担任以外も含まれているため、設問によって無回答もあり、回答数は異なる。  

回答を【図 10】から【図 14】に示した。なお、自由記述については、巻末資料に示し

た。 

【図 10】で示すように、教員全員が特別支援教室の意義を認めており、児童が楽しん

で学習しているととらえている。意義を認めている理由として、「その子の状況に応じた

支援が得られる」「個別の学習スタイル、習熟度に合わせて学習を進めることができる」

「分かる・できることを実感することは意欲につながる」「担任が一人で抱え込むことが

なく、子どもの困り感にチームで寄り添えるから」等が挙げられている。 

【図 11】で示すように、特別支援教室での授業を全員の教員が「楽しめている」「どち

らかというと楽しめている」と回答している。楽しめている理由については、「自分を出

せる」「間違えても恥ずかしくない」「児童が分からないと思ったことを、すぐに聞いて解

き方を知ることができる」「分かるまで聞ける」「その子どものペースで学習を進められる

ので、子どもが安心できる」「分かる方法で教えてもらえる」等が挙がっている。 
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そう思う

81%

どちらかとい

うとそう思う

19%

児童は楽しんでいる
n=1６ 

【図 11】利用する児童の気持ちについて  

そう思う

44%どちらかとい

うとそう思う

56%

成果がある
n=1６ 

【図 12】特別支援教室の成果について  

どちらかとい

うとそう思う

40%
どちらかという

と思わない

33%

思わない

27%

抵抗感がある

n=1５ 

【図 13】利用にあたっての児童の抵抗感について  
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そう思う

25%

どちらかとい

うとそう思う

65%

どちらかと

いうとそう

思わない

5%

思わない

5%

連携が図られている

【図 14】担当者と担任との連携について  

n=２０ 

また、特別支援教室を利用したことの成果についても全員が認めているが、「そう思う」

よりも「どちらかというとそう思う」の回答が上回っている（【図 12】）。成果を感じられ

た理由としては、「技能の成績が上がっている（筆算やコンパスの使い方等）」「分からな

いことを『分からない』と言えるようになった」「自分の考えを説明する機会が増えたこ

とで、言えるようになった」「見直しをする等の丁寧さが出てきた」「計算（基本的なもの）

への取り組み方に自信が出てきた」「漢字テストで成果が見えた」等である。 

児童の抵抗感については、【図 13】で示すように、60％が抵抗感はなかったととらえて

いるが、「抵抗感がどちらかというとあったと思う」と回答した割合は 40％になった。抵

抗がなかったとする理由については、「クラスに利用する児童が複数いたため、互いに心

強かったのではないかと思う」「１対１に近い環境で、無理なく学習できることを実感で

きているから」「特別感をあまり出さずさりげなく誘うようにした」「『特別支援教室はい

つ？』と楽しみにして聞いてくる」「『楽しかった』と言って帰ってきた」等、児童の発言

からもとらえている記述もあった。抵抗があったと考えた理由としては、「集団から抜け

ることへの抵抗、引け目を感じている」「他の児童からの目、特別支援教室というものへ

の固定観念がある」「周りの目を気にする子もいると思うから」「保護者の強い希望で、児

童本人はさほど望んでいないことがある」等、児童によっての違いもあるが、特別支援教

室へ送り出す側の学級風土や人間関係も影響していることがうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 14】で示すように、担当者と担任との連携についての必要性は認められている。

その上で、「そう思う」「どちらかというとそう思う」という回答は 90％になるが、不十

分であると感じている教員も 10％いる。 

不十分とした理由として、活用している連絡カードファイル【図 15】をもっと有効に

活用したいことや話し合う時間をもっと取りたいこと等が挙げられている。 
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医師による障害の診断の有無にかかわらず、特別支援教育の対象となっている児童が増

加していることは、全教員の共通した実感であり、そこへの理解や手立てを考えていくこ

との必要性は共通理解されており、特別支援教室の効果的な活用を望んでいることが分か

った。 

 

②担任の変容 

特別支援教室を利用していた児童の担任に、自分が学んだことについて聞き取りを行っ

た。 

「ここまでできると思っていたことが、できていないことが分かった」「テストの内容

をかみ砕いて伝えると自力解決できることが分かった」「１対１なら理解できることが、

取り出しをしてもらうことで分かった」等、担任として日々生活を一緒にしていても見え

ていなかったことや分かっていなかったこと等に気付き、それによって自分の指導を振り

返るきっかけとなっていることが多く挙げられていた。児童の理解の仕方やつまずいてい

る点を知ることで、一斉授業の導入にあたり、どのように工夫していけばよいかを見直し

ていこうとする発言も複数聞かれた。また、子どものつまずきや理解の仕方を知ることで

子どもに寄り添うことができ、子どもとの関係が少しずつ変化したことを実感していた教

員もいた。学級から離れて学習することに対する教員自身が抱いていた不安感が、子ども

の満足した様子や発言から、個に応じた指導の有用性を実感するに至った話も聞くことが

できた。 

子どもの学び方への理解や支援について、特別支援教室の担当者から伝えられることに

より、子どもへの理解が増したと思われる。子どもへの理解が増したことにより、在籍学

級の中でもその子どもに応じた学習支援が可能となるだけでなく、子ども自身が自分を理

【図 15】集中学習教室記録カード 
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解するための働きかけが可能となってくる。また、特別支援教室をきっかけとして、個に

応じた指導法についての相談も可能となり、情報共有することで教員の指導力の向上が期

待できるとの意見もあった。 

特別支援教室を活用するために、学年で時間割や学習進度をそろえたり、学校全体で指

導の場を調整したりする必要が生じ、このことが学校組織としてのチームワークにもつな

がっていると感じられた。 

 

第４章 研究の考察と今後の課題 

１ 考察 

本校では、以前より特別支援教室を活用してきた。対象児童をどのように決めていくか、

保護者とどのように共通理解を図るかという点については試行錯誤を繰り返しつつ、ある程

度の効果を上げてきていた。しかし、児童自身の自己理解の視点や特別支援教室での指導が

学級担任に与える影響については検討がなされていなかった。今年度の研究を通し、特別支

援教室での望ましい指導と学級担任の学びについてまとめる。 

 

（１）特別支援教室での指導の工夫 

児童自身が特別支援教室での学びの効果を実感できたことは、とても大きな成果である。

「自分のペースで学べる」「（自分に）分かりやすく教えてくれる」ということから、自分の

学びの方法に気が付き始めた様子がうかがえた。自分に合った学び方に気付くことは、誤学

習を防ぎ、苦手意識を根付かせないことにつながる点からも有効である。 

また、自己チェック表を通し、「すき」「とくい」という項目にチェックが入ることで自分

のよさやできることを振り返るきっかけになり、自信につなげることができた。自信をもて

ることで、自分から手を挙げて発言したり、分からないことを聞いてみたりする学習への意

欲の向上が図られた。自信をもち意欲的に学習に取り組めることは、ストレスや不安感にプ

ラスの影響を与え、自己評価の低減や反社会的な行動の抑制等、二次的な障害の予防に役立

つと考えられる。 

担当者からの情報によって、担任が児童の実態について理解を深めることができただけで

なく、「整理が苦手であれば、机のスペースの使い方を考える」「自己選択ができる経験の一

つとして課題を選ぶ」「一つ一つ順を追い、書いて説明をしてもらうことで理解ができる」「分

からないことは聞いてもよい」等、通常の学級の中でもできる工夫について情報共有できた

ことも、児童の教室での学びに効果的であった。学習の導入の仕方によって学習への意欲が

上がることからは、導入のあり方についても工夫していく必要性が確認できた。また、自己

理解という視点について、教員が意識できたことも今後の支援に役立っていくと考えられる。 
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特別支援教室での個別的な指導の場は、子どもの学びや教員の指導力向上共に効果があっ

た。 

 

（２）外部からのサポート 

重点研究の中で、国語科の授業におけるユニバーサルデザインの視点を取り上げ、「発問

の仕方」「板書の工夫」を共通のテーマに授業実践に取り組んできた。ユニバーサルデザイ

ンの視点について、大学の教授や教育委員会指導主事等からアドバイスを受け、授業に活か

してきた。しかし、ユニバーサルデザインの視点があれば、全員が一斉授業についていける

というわけではないことについてもアドバイスをいただいた。そのことで、担任が一人で抱

え込むことがよいことではなく、チームとして児童を支えていくことの重要性を再確認する

ことができた。 

通級指導教室の担当者から、ソーシャルスキルの視点や具体的な取組についての助言だけ

でなく、特別支援教室や教室で取り組んでいることについて価値付けをされたことは教員の

意欲向上につながった。学習課題の理解と遂行とソーシャルスキルの習得は相関関係にあり、

特別支援教室内での学習課題の理解・遂行があってこそソーシャルスキルが身に付いていく

という考え方は大変納得ができた。特別支援教室のあり方として、教科学習の理解・定着を

通し、①自己決定、意思表明、自己理解という「将来の自立に向けた力」と ②集団活動、

合意形成、関心意欲という「現在の適応に向けた力」も育成されていくことが望まれる。 

また、国立特別支援教育総合研究所の先生からは、特別支援教室の活用が二次障害の未然

防止に役立つことや学習課題の理解・遂行とソーシャルスキルの習得の両方が成立すること

により、自己肯定感・自己効力感が育まれ、レジリエンスが育成されること等を学んだ。 

外部からのサポートを受けることは、新しい視点を取り入れるだけにとどまらず、日々の

取組を意識化し、取組の価値を確認できる点からも大変効果的であった。自分たちの取り組

んでいることを価値付けてもらったことは、教師の意欲を向上させた。 

 

（３）ソーシャルスキルの前提として 

当初、ソーシャルスキルの視点について、発言の仕方、友達とのやりとりの仕方等コミュ

ニケーションに関わることを中心に考えていた。学習課題を遂行する中で、意図的に発言の

場や２人で相談をする場をつくり、スキルの獲得や向上のために支援指導をしようと取り組

んだ。通級指導教室の担当者の助言のように、課題の遂行がうまくいっているときの相談は

効果的であった。そのことをもう一歩踏み込んで考えてみると、課題の遂行がうまくいった

ときには、児童にとって分かりやすい支援があったときであり、さらに、発言や相談がうま

くいったときには、児童自身が受け入れやすい方法の提示がされたときであった。うまくい

った方法を「私は、１枚に問題が１問だけだと読みやすい」「２番目に発言して、前の人と



─ 29 ─ 

同じ意見か違う意見かを言うようにするとうまくいく」等、児童自身に振り返りをさせてい

くことが個別的対応の中で大切にしていかなければならない点である。その積み重ねにより

自分の学びの方略を知ることが、学習の理解においてもソーシャルスキルの獲得においても

重要であると考えられた。在籍学級の担任にとっても、ソーシャルスキルの視点の前提とし

て、児童一人一人の学び方の方略に違いがあることを知り、児童自身の自己理解を促す指導

力が求められることを実感できた。 

 

（４）学校全体として 

特別支援教室での取組が学級担任の指導力向上に効果的であったことは、（１）で述べた

とおりである。効果的であった一つの要因に、特別支援教室の担当者の力量が関係すると考

えられた。特別支援教育コーディネーター研修を受けた主幹教諭が担当したことにより、児

童の見取りが単発的なものにならず発達の段階を踏まえられたこと、学級担任へ的を射たア

ドバイスや担任の取組についてフィードバックが可能であったこと等、学校全体の指導力向

上につながった。 

 

２ 今後の課題 

（１）自己理解 

自己理解に向けて、自分の得意なことを確認したり、よさに気付いたりできるような働き

かけを取り入れてみたが、まだまだスタートの段階であり十分とは言えない。学習面やスキ

ルの獲得のためだけでなく、自尊感情を育むためにも、授業や学校生活全般を通して自分の

ことに気付くきっかけづくりを意図的・継続的に行っていくことが必要であると考える。 

 

（２）担当者の配置 

今回、特別支援教室を核として学校づくりを考えていくことの効果を実感したが、毎年、

学校組織として、主幹教諭を特別支援教室の担当者として配置ができるかどうかは難しいと

ころである。今年度についても、学校事情により当初の計画通りに進められない部分もあっ

た。しかし、できうる限り、支援を要するところに手厚く関われるようにすることが学校全

体へよい影響を及ぼすと考えられる。特別支援教育の研修を受け、児童だけでなく教員の成

長をも鑑みつつ指導ができる人材を育て活用をしていくことが必要である。 

 

（３）抵抗感の軽減 

①本人のニーズの掘り起こしと価値付け 

今年度も、特別支援教室に対する保護者や教員の必要感と児童の必要感との間にずれが

生じている場合が何ケースもあった。児童本人が「自分はこうやって教えてもらうと、よ
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く分かる」「○○を使わせてもらえると取り組みやすい」等、友達と同じではなくても自分

にとって学びやすい方法を見つけ、「分かりたい」「やりたい」と思えるようにすることが

重要である。そのためにも、本人の取り組んでいることについて価値を付けていけるよう

な働きかけを教員が意識して行うと共に、児童が「○○を使わせてください」等、自分が

必要とする支援を児童自らが発信していくスキルを身に付けられるように支援していくこ

とも重要である。 

②学級集団の理解と集団づくりの大切さ 

特別支援教室での学習を楽しいと思っているにもかかわらず、抵抗を感じている児童が

いた。その大きな要因は、「教室を抜けること」「友達からどのように見られるか」といっ

たことであった。教室が安心できる場であれば、集団から抜けることについても大きな不

安は伴わないと考える。自然に、「いってらっしゃい」「いってきます」と、対象の児童を

特別支援教室に送り出している学級もあった。特別支援教室を安心して活用できるために

は、母体となる学級集団を育てることが大きな課題である。よりよい学級集団をつくるた

めにも、ソーシャルスキルやコミュニケーションスキルの視点は有効であると考える。特

別支援教室を活用している児童だけでなく、学級集団の構成員となる児童一人一人が自分

に合った方略があることを理解できるように学級全体として取組を考える必要性を感じる。 

 

（４）保護者の理解 

保護者の方々には、子どもの学習状況に関心をもちつつも、他児と比較するのではなく自

分の子どものできるところに注目をしてもらいたいと思っている。他児と比較しないという

ことは、簡単なようで、実は大変難しいことであると思う。しかし、子どもの成長を考えた

とき、その子なりの学び方があることを受け止めてもらえるよう、教員集団がチームとして

丁寧に保護者に寄り添っていかなければならないと考える。 

また、保護者が子どもに合った方法や場所で学ぶことへの理解を深められるように、特別

支援教室での成果を発信していくことが必要である。 

 

特別支援教室の活用と教師力の向上を中心に考察と課題をまとめた。特別支援教室が校内

でうまく機能するということは、子ども達の「学びの連続性」が保障されるということにつ

ながる。新しい学習指導要領において各教科の中にも特別支援教育の視点が示されたことは、

それだけ通常の学級の中にも特別な配慮を要する子ども達が増えているということであり、

「学びの連続性」を必要とする子どもがいるということだと考える。本研究の取組を活かし、

「主体的・対話的で深い学び」「育成すべき資質・能力」というキーワードの下、多様性を

尊重し、子ども一人一人の個性に応じた資質・能力を高める支援や指導ができる教師集団を

目指したいと思う。 
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資 料 

【教員へのアンケートにおける自由記述】 

①特別支援教室の意義 

・取り出しの学習について抵抗のある保護者の気持ちは理解できるが、実際の児童の取組の

様子や学習効果を考えると学校での指導の一形態として特別支援教室というものがあるこ

とはとても意義がある 

・一斉授業の際の速さをゆっくりにしたり、空き時間に指導をしたり、家庭に協力を仰いだ

りは難しいところもあるので、週に１時間ずつでもありがたいことだと思う 

・学級全体の指導では、見取るのは困難。特別支援教室があることで対象の児童は救われる

と思う 

・学習に困り感のある児童が安心して学習に取り組むことができる 

・少人数で指導することにより、学習効果の高まりがみられる 

・分かる実感をもつことができる 

・分かるまで見てもらえる 

・その子の学び方に応じた支援が得られる 

・少人数で安心して学習できる 

・１年生でも一斉授業では理解の難しい児童がクラスに３人くらいいますが、担任一人で見

るのは正直厳しい。特別支援教室に行くことで、１時間の中で分かることが増えるように

その児童に合った学習方法で学ぶ方が児童も楽しいと思う 

・多人数では指導がいきわたらず学習についてこられない子、ほかの児童からの刺激がある

と学習に集中できない子が集中して学習に取り組むことができる時間だから 

・個別の学習スタイル、習熟度に合わせて学習を進めることができる 

・全体の中で教えきれない子どもの力がつくから 

・個人に合った課題に取り組める 

・放課後等、特別に教えることができなくなっているので、週１回でもゆっくり学べる時間

が取れることは子どもにとって意義がある 

・全体で学んでいると、どうしても目が行き届かないときがあるため 

・常に通常授業の中で、マンツーマンの対応は難しいから 

・子どもにとっては、ひいては保護者にとっても助かる制度だと思う。教師にとっても、よ

いと思う 

・他の支援を必要とする子どもへ関わる時間をつくることができる 

・特別支援学級の判断のある児童や、学習になかなか取り組めない児童にとって、少人数で

集中して学べるというのは、やはりとても重要だと思う 

・多くの子が「分かる」「できる」実感を得ていることが言動や態度から伝わってくるから 

・分かる・できることを実感することは意欲につながる 

・授業に参加すると自分の成長を感じられる場面がある 

・教室の中で分からないことを伝えにくい子も言うことができ、少人数で行うことで理解を

深めることができる場所であるため 
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・一人の児童について、たくさんの支援があることで、本人も達成感を感じ、自己肯定感が

高まるから 

・担任が一人で抱え込むことがなく、子どもの困り感にチームで寄り添えるから 

 

②特別支援教室での学習を楽しんでいると思われる理由 

・学習が分かるようになったから 

・学習に対しての満足感があった 

・少人数での学習ということで、分からないことを質問したり、刺激が少なかったりで、落

ち着いて安心して学習できた 

・教室を出ていくときは、悲しそうだが、戻ってくると表情がよい 

・自分を出せる 

・間違えても恥ずかしくない 

・教師の支援も充実している 

・分かるまで聞ける 

・その子どものペースで学習を進められるので、子どもが安心できる 

・分かる方法で教えてもらえる 

・いろいろなやり方を工夫してもらえる 

・帰ってきた後、明るい 

・他の友達の進み具合を気にせずに取り組める 

・分からないことを分からないと言える、そして、すぐに教えてもらえる 

・個別に教えてもらって分かることが増えていくから 

・できることが増え、自信をもてるから 

・自分の課題ができるから 

・先生にすぐに聞ける環境だから 

・１対１で丁寧に対応してもらっているから 

・できることを中心に進めてもらえる 

・普段と違う場所で先生と学べるから 

・できることが多い 

・100 点を取れたとうれしそうに言ってくる 

・「分かる」ということが確実に自信につながっていることが分かる 

・児童が「分からない」と思ったことを、すぐに教師にたずねて解き方を知ることができる 

・担当教師との信頼関係が築けており、安心して学習ができている 

・本人が「特別支援教室の方が少人数教室よりもよい」と言っている 

・比較的静かな空間で、より個に応じた支援を受け、「できる実感」を得られているから 

・「分かる・できる」が実感できる 

・分からなくても恥ずかしくない、堂々と教えてもらえる 

・静かな環境なので集中できる 
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③特別支援教室で学んだことの具体的な成果 

・計算のスキル向上、漢字の読み取り等について明らかに効果があった 

・１年生で学習したことを復習したり、九九の練習をより高い頻度で見てもらえたりするこ

とで、それぞれのペースに合った学習ができ、少しずつ自信がついてきた 

・技能の成績が上がっている（掛け算の筆算やコンパスの使い方等） 

・分からないことを「分からない」と言えるようになった 

・自分の考えを説明する機会が増えたことで、言えるようになった 

・見直しをする等の丁寧さが出てきた 

・計算（基本的なもの）への取り組み方に自信が出てきた 

・算数の時間に手が挙がるようになり、テストの点数が上がった 

・漢字テストで成果が見えた 

・１年生の学習内容をしっかり理解したことで、クラスで２年生の学習をしている時も分か

ることが増えた 

・計算・漢字の定着 

・「できた」自信と達成感 

・コンパスの使い方や「三年とうげ」の音読等、次に学習する内容を先取りして学習しても

らうことがあった。クラスの授業に自信を持って取り組めていた 

・基本的な計算ができるようになった 

・自信がついているように見える 

・理解度の差はあるが、考えようとする姿勢がみられるようになってきた児童がいる 

・「分かるかもしれない」と言う思いをもつことは大切だと感じた 

・１～３年の基礎的な力がついてきた 

・分数の割り算では「逆数にしてかける」等、一度型にはめると、それをもとにして自力で

計算できる場面も多く見られるようになった 

・テストの点数が上がった 

・学期末の成績で、Ｃ→Ｂの項目が出てきた 

・特別支援教室の学習の前に「やったぁ」と喜ぶようになった 

・テストの点が伸びた 

・授業の中で分かることが増えた 

・週１時間だと学級の授業へのフォローが難しい、継続が必要 

・本当に学力が厳しい子は、難しそうである 

 

④特別支援教室へ行くことへの抵抗 

【抵抗が見られない理由】 

・入室の際、「特別感」をあまり出さずさりげなく誘うようにした 

・前年度、前々年度から利用していたため、本学年になっても特段本人の抵抗や保護者の抵

抗は感じない 

・１対１に近い環境で、無理なく学習できることを実感できているから 

・特別支援教室へ一緒に行く人数が多いので、楽しく行っている 
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・１年生の時から利用しているので、行く子も行かない子もそういうものだと思っている 

・最初はイメージがつかめず不安だった児童もいたが、だんだんと前向きに取り組めるよう

になっているから 

・クラスに複数いたため、互いに心強かったのではないかと思う 

・「特別支援教室はいつ？」と楽しみにして聞いてくる 

・「楽しかった」と言って帰ってきた 

・「今週の特別支援教室はいつですか？」「今日はこんな勉強をしたよ」等、前向きな発言が

よく聞かれたから 

・比較的小規模校ということもあり、２～３人仲良く連れ立って特別支援教室に行けたこと 

・担当者が明るく優しい雰囲気でいつも接してくれていたこと 

【抵抗がある理由】 

・集団から抜けることへの抵抗、引け目を感じている 

・他の児童からの目、特別支援教室というものへの固定観念がある 

・周りの目を気にする子もいると思うから 

・自分が好きな教科の時は、気が進まないこともあった 

・「みんなとなんで離れるの？」という不安がある 

・学級で一斉授業をしている中で別の教室に行くことに抵抗がある 

・保護者の強い希望で、児童本人はさほど望んでいないことがある 

・クラスの他の子からの目を気にしていた 

 

⑤担任との連携の図り方 

・担任と担当との間を行き来する学習ファイルを用意し、互いに学習状況を確認する 

・一時間ごとにファイルに学習した内容を記入するということは、今後も確実に続けたほう

がよい 

・今年度、６年生は時間割を組む上で、算数の授業は１組も２組も同じ時間に合わせ進度も

合わせた。専科、担当教師の都合もあるが、なるべく特別支援教室が関わる科目は固定の

時間にした方がよいと思う 

・使用する教材について相談をする 

・ファイルをやりとりするルールがあるが、ついつい忘れてしまう。放課後の５分だけでも

十分連携が図れると思うので、進んで話をすることを大切にしたい 

・初めは、こんなことをやったというファイルがあったのに、途中から無くなってしまった

毎時間やったことが分かれば担任からお願いもできるし、面談でも報告しやすい 

・放課後等あいている時間に特別支援教室での様子を話し合う 

・特別な時間はとれないので、こまめに報告し合う 

・個人面談等では一緒に同席してもらい、保護者を含めて話し合っている 

・今日やった内容をファイルを通して連絡し合うことはいい方法だと思う 

・担任と担当者で、事前に学習内容について話す 

・特別支援教室で学習したプリント類に担任が目を通す 

・今もしてもらっているが、記録のやりとり等 
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・集中教室として取り出すだけでなく、普段の授業の中での様子を見てもらったり、ＴＴに

入ってもらったりする 

・担当者が学年研に入り、学習内容や方法、そして、今の子どもの状況等について話をして

進める 

・特別支援教育委員会の中で、子どもの成果と課題について話し合う 

・指導記録ノートをもとに、短時間でもよいので会話を伴う情報共有を行う 

・授業での状態やつまずき等を話し合っていく 

・定期的に打ち合わせをする。難しい場合はノート等に記録してやりとりをする 

・職員会議や打ち合わせの時に、少し取組状況を話せるとよいかもしれない 

・記録カードのやりとりもやっていいが、直接話して伝えられる方がよい。その際、担任か

らの要望も受けられる 

・特別支援教室での頑張りを、担任からもほめてもらえるとよい。 

・連絡ノートや情報共有をするための手立てをしっかりと確立する必要がある 

・子どものできていることと困っていることの整理、指導計画にも加味していけば、学年で

も引き継げると思う  

・集中学習教室の担当になった方によると思う。担当者から声をかけていただいたり、積極

的に行動していただけたりすると連携はうまくいくと思う。もちろん担任も精一杯頑張り

ます 


